<学習テーマ> 　知識の習得 基本増幅回路の動作を理解し使い方を知る
<学習目標>　第1章MOSFETと基本増幅回路4-7

<学習日時> 2月25日(土)　14:00-17:00
<学習場所> 京都キャンパスプラザ　6F　講義室
<学習内容>
1-1　セットアップ　チーム内の役割をそれぞれ経験していないことを重視して決めた。
司会　○○
記録　○○

時間調整　兼　音読　○○
1-2　資料「アナログIC大手のIntersilは10分野に注力、「研究開発投資の80%を集中」」を音読し、文中のわからない単語の確認をし、各人がどの分野に興味があるかを紹介しあった。特にアクティブケーブルにより光通信の代替化がさらに先に延びるのではないかと話が盛り上がった。

Oさん　光学センサー　　　　Wさん　アクティブケーブル　　　　Kさん　オーディオ用IC

2　講義ビデオの復習　予習範囲:第1章後半　MOSFETと基本増幅回路1-3 ~ 1-7
· 定電流源負荷回路は微小入力に対し負荷抵抗値が変動しているかのような振る舞いに見えると認識
· 定電流源負荷回路から真性利得を得ることを確認 –gm・r0
· Gmとgmの意味の違いを確認

· Mosトランジスタの各端子を微小変動させた時のidの変化量を表す式の重要性を確認

· ソース接地回路とドレイン接地回路はgmは同じだが、出力抵抗が異なることを確認
· ゲート接地回路はドレインとソースどちらを入力にしてもいいが、出力抵抗が異なることを確認

· 抵抗をトランジスタに置き換える理由は抵抗大かつ電流大を実現するためと認識

· ゲート接地回路は電流-電圧増幅回路として用いられることを確認　(電流-電圧増幅回路がどのような入力を持つのか理解しづらかったが班内で話し合い解決)

· スライド内で繰り返されている大切な場所について最低限覚える場所と認識
3 4　各自確認問題を行い、班内の担当者が各々解説　　一部すでに答案が書かれていた
全体的に各自理解できていた。模範解答に省略があるものとないものがみられ混乱した。

(すでに河崎先生から回答をいただいた。)
問題1-7でソース接地回路の用途にカスコード回路の形成が含まれると班内で結論付けたが、模範解答では含まれていなかった。学習サポータに解説を求めた。
(解説内容)　問題の意図はカスコード接続の内、抵抗を大きく見せるための接地方式を選ばせるものだった

5　ふりかえりと次回に向けて

· 各人学習目標は達成できた

· 次週の予定でLTspiceの使い方を学習する。そのためにある程度LTspiceに慣れておく必要があると感じた。

以上
